
細胞生化学

科目到達目標：生命現象を分子レベルで理解するための基礎知識を習得する。

科目責任者（所属教室）：松浦　達也（統合分子医化学）

回数 月日 時限 講義室 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1 10/3(火) 1 431 生化学入門 松浦　達也
統合分子
医化学

ATPの産生、ATPのエネルギー利
用を説明できる。

生化学、生化学の医学応用、生体分子、自由ｴﾈﾙｷﾞｰ、同化・異化、
解糖、ｸｴﾝ酸回路、電子伝達系、酸化的ﾘﾝ酸化

2 10/3(火) 2 431 糖質の化学 松浦  達也
統合分子
医化学

炭水化物の基本的構造と機能を
説明できる。

糖質の機能、単糖、多糖、ｸﾞﾙｺｻﾐﾉｸﾞﾘｶﾝ、ﾌﾟﾛﾃｵｸﾞﾘｶﾝ、糖ﾀﾝﾊﾟｸ質、
糖脂質、糖質の消化と吸収

3 10/17(火) 1 431 タンパク質の構造と機能 中曽　一裕
統合分子
医化学

タンパク質の基本的な構造と機能
を説明できる。

ﾀﾝﾊﾟｸ質の構造と性質、ﾀﾝﾊﾟｸ質の分類、ﾀﾝﾊﾟｸ質の合成・分解、
ﾀﾝﾊﾟｸ質の機能

4 10/17(火) 2 431 解糖 松浦  達也
統合分子
医化学

解糖の経路と調節機構を説明でき
る。

解糖の反応、解糖の調節、嫌気的代謝、ATP生成、NADH生成、
基質ﾚﾍﾞﾙのﾘﾝ酸化、ﾎﾙﾓﾝによる調節

5 10/24(火) 1 431 酵素（1） 中曽　一裕
統合分子
医化学

酵素の機能と作用機序を説明でき
る。

基質特異性、補因子と補酵素、触媒機構、逸脱酵素、ｲｿ酵素

6 10/24(火) 2 431 酵素（2） 中曽　一裕
統合分子
医化学

酵素の反応速度論と調節につい
て説明できる。

反応速度論、ﾐｶｴﾘｽ・ﾒﾝﾃﾝ式、酵素阻害、酵素活性調節、治療薬

7 10/31(火) 1 431 クエン酸回路 松浦  達也
統合分子
医化学

クエン酸回路を説明できる。
ｱｾﾁﾙCoAの合成・異化、PDCの調節、ｸｴﾝ酸回路の酵素と活性調節、
中間体の利用・補充、還元当量

8 10/31(火) 2 431
電子伝達系と酸化的リン
酸化

松浦  達也
統合分子
医化学

電子伝達系と酸化的リン酸化を説
明できる。

ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ、電子伝達系の役割、Qｻｲｸﾙ、酸化的ﾘﾝ酸化、化学浸透圧
説、脱共役剤、ATP生成、好気的代謝、ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽ、
ﾘﾝｺﾞ酸ーｱｽﾊﾟﾗｷﾞﾝ酸ｼｬﾄﾙ、ｸﾞﾘｾﾛｰﾙﾘﾝ酸ｼｬﾄﾙ

9 11/7(火) 1 431 アミノ酸の化学 中曽　一裕
統合分子
医化学

アミノ酸の種類と性質を説明でき
る。

ｱﾐﾉ酸の特性、ﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ結合、必須ｱﾐﾉ酸、ｱﾐﾉ酸の表記法

10 11/7(火) 2 431 糖新生 松浦  達也
統合分子
医化学

糖新生の経路と調節機構を説明
できる。

糖新生の基質、ｺﾘ回路、ｱﾗﾆﾝｻｲｸﾙ、ｵｷｻﾛ酢酸の細胞質への輸送機
構、糖新生の調節、血糖値

11 11/14(火) 1 431 グリコーゲン代謝 松浦  達也
統合分子
医化学

グリコーゲンの合成と分解の経路
を説明できる。

ｸﾞﾘｺｰｹﾞﾝ貯蔵の変動、ｸﾞﾘｺｰｹﾞﾝの合成・分解、ｸﾞﾘｺｰｹﾞﾝｼﾝﾀｰｾﾞ、分枝
酵素、ｸﾞﾘｺｹﾞﾆﾝ、ｸﾞﾘｺｰｹﾞﾝﾎｽﾎﾘﾗｰｾﾞ、脱分枝酵素、限界ﾃﾞｷｽﾄﾘﾝ、代
謝調節（ｱﾛｽﾃﾘｯｸ調節、共有結合性修飾）、ﾎﾙﾓﾝによる代謝調節

12 11/14(火) 2 431 五炭糖リン酸回路 松浦  達也
統合分子
医化学

五炭糖リン酸回路の意義を説明で
きる。

NADPH、G6PDH、調節機構、ﾘﾎﾞｰｽ-5-ﾘﾝ酸、ﾄﾗﾝｽｹﾄﾗｰｾﾞ、ﾄﾗﾝｽｱﾙﾄﾞ
ﾗｰｾﾞ、酸化的段階、非酸化的段階

13 11/21(火) 1 431 アミノ酸代謝（1） 中曽　一裕
統合分子
医化学

タンパク質の消化・吸収とアミノ酸
の異化代謝を説明できる。

ﾀﾝﾊﾟｸ質の消化・吸収、ｱﾐﾉ基転移、酸化的脱ｱﾐﾉ、ｱﾝﾓﾆｱの生成と処
理、高ｱﾝﾓﾆｱ血症

14 11/21(火) 2 431 脂質の化学 松浦  達也
統合分子
医化学

脂質の基本的構造と機能を説明
できる。

脂質の構造、脂質の役割、脂質二重層、生体膜、脂質ﾗﾌﾄ、脂肪酸、
ﾘﾝ脂質、ｽﾌｨﾝｺﾞ脂質、ｽﾃﾛｲﾄﾞ骨格、生理活性物質

15 11/28(火) 1 431 アミノ酸代謝（2） 中曽　一裕
統合分子
医化学

尿素合成の経路とアミノ酸炭素骨
格の代謝を説明できる。

尿素ｻｲｸﾙ、ｱﾝﾓﾆｱ、ｶﾙﾊﾞﾓｲﾙﾘﾝ酸、代謝調節、炭素骨格の代謝、
糖原性ｱﾐﾉ酸、ｹﾄ原性ｱﾐﾉ酸

16 11/28(火) 2 431 エネルギー代謝の多様性 北　潔

非常勤講師
(長崎大学大学院

熱帯医学・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
ﾍﾙｽ研究科)

生物における多様なATP合成戦
略を説明できる。

低酸素適応、ﾌﾏﾙ酸呼吸、がん微小環境、創薬標的、寄生虫のﾐﾄｺﾝﾄﾞ
ﾘｱ、ｼｱﾝ耐性酸化酵素、ﾛﾄﾞｷﾉﾝ、生理活性天然化合物

17 12/5(火) 1 431 アミノ酸代謝（3） 中曽　一裕
統合分子
医化学

アミノ酸代謝関連疾患の発症機序
を説明できる。

分枝ｱﾐﾉ酸、ﾒｰﾌﾟﾙｼﾛｯﾌﾟ尿症、含硫ｱﾐﾉ酸、ﾎﾓｼｽﾁﾝ尿症、
ﾌｪﾆﾙｹﾄﾝ尿症、ｱﾙｶﾌﾟﾄﾝ尿症



回数 月日 時限 講義室 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

18 12/5(火) 2 431 脂質の分解（1） 松浦  達也
統合分子
医化学

脂質の消化・吸収と輸送が説明で
きる。

脂質の消化・吸収と輸送、脂質の貯蔵、脂肪吸収不全、
消化のﾎﾙﾓﾝ調節、ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ脂肪滴、混合ﾐｾﾙ、ﾘﾊﾟｰｾﾞ

19 12/12(火) 1 431 アミノ酸代謝（4） 中曽　一裕
統合分子
医化学

アミノ酸の特殊生成物への変換を
説明できる。

生理活性物質、甲状腺ﾎﾙﾓﾝ、ﾋｽﾀﾐﾝ、ｾﾛﾄﾆﾝ、ﾒﾗﾄﾆﾝ、ｶﾃｺｰﾙｱﾐﾝ、
ｸﾚｱﾁﾝ、ｸﾞﾙﾀﾁｵﾝ

20 12/12(火) 2 431 脂質の分解（2） 松浦  達也
統合分子
医化学

脂質の分解経路と調節機構を説
明できる。

脂肪組織の脂肪動員機構、ｶﾙﾆﾁﾝｼｬﾄﾙ、ｱｼﾙCoA、β酸化、
ﾏｲﾅｰな酸化経路（α酸化、ω酸化）、脂肪酸酸化の調節

21 12/19(火) 1 431 鉄・ヘム代謝 中曽　一裕
統合分子
医化学

鉄代謝およびヘム・ポルフィリン代
謝を説明できる。

鉄の吸収・利用・分布、鉄含有ﾀﾝﾊﾟｸ質、ﾍﾑの合成・分解、ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ、
ｳﾛﾋﾞﾘﾉｰｹﾞﾝ、腸肝循環、鉄欠乏・過剰、黄疸

22 12/19(火) 2 431 脂質の合成（1） 松浦  達也
統合分子
医化学

脂肪酸の合成経路と調節機構を
説明できる。

脂質代謝の細胞内局在、脂肪酸の生合成（ｱｾﾁﾙCoA、ﾏﾛﾆﾙCoA、
ACC、脂肪酸ｼﾝﾀｰｾﾞ、ACP、伸長反応、不飽和化）、多価不飽和脂肪
酸、脂質ﾒﾃﾞｨｴｰﾀｰ、COX、LOX、ﾄﾘｱｼﾙｸﾞﾘｾﾛｰﾙ（TG）、代謝調節

23 12/26(火) 1 431 核酸の構造と機能 中曽　一裕
統合分子
医化学

核酸の構造と機能を説明できる。
DNAの分子構造、染色体とDNA、DNAの二重らせん、DNAの遺伝情
報、DNAの分裂と複製、塩基の対応

24 12/26(火) 2 431 脂質の合成（2） 松浦  達也
統合分子
医化学

脂質の合成経路と調節機構を説
明できる。

ｹﾄﾝ体、ﾘﾝ脂質、ｽﾌｨﾝｺﾞ脂質、ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、胆汁酸、ｽﾃﾛｲﾄﾞﾎﾙﾓﾝ、
代謝調節

25 1/9(火) 1 431 ヌクレオチド代謝（1） 中曽　一裕
統合分子
医化学

ヌクレオチドの合成・異化・再利用
経路を説明できる。

ﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ、ﾌﾟﾘﾝ、ﾃﾞｵｷｼﾘﾎﾞﾇｸﾚｵﾁﾄﾞ、再利用回路、葉酸

26 1/9(火) 2 431 リポタンパク質 松浦  達也
統合分子
医化学

リポタンパク質の構造と代謝を説
明できる。

ｷﾛﾐｸﾛﾝ、VLDL、LDL、HDL、ﾚﾑﾅﾝﾄ、Lp(a)、ｱﾎﾟﾀﾝﾊﾟｸ質、LPL、HTGL、
LCAT、CETP、LDL受容体、ACAT、HDL受容体、ABCﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾀｰ、
酸化LDL、泡沫細胞、動脈硬化、脂質異常症

27 1/16(火) 1 431 ヌクレオチド代謝（2） 中曽　一裕
統合分子
医化学

ヌクレオチドの合成・異化・再利用
経路を説明できる。

ﾇｸﾚｵﾁﾄﾞの分解、尿酸、痛風、抗ｶﾞﾝ剤

28 1/16(火) 2 431 脂溶性ビタミン 堀越　洋輔
統合分子
医化学

脂溶性ビタミンの種類と機能を説
明できる。

ﾋﾞﾀﾐﾝA、ﾋﾞﾀﾐﾝD、ﾋﾞﾀﾐﾝＥ、ﾋﾞﾀﾐﾝＫ、代謝と活性型、欠乏症

29 1/23(火) 1 431 水溶性ビタミン（1） 堀越　洋輔
統合分子
医化学

水溶性ビタミンの種類と機能を説
明できる

ﾁｱﾐﾝ、ﾘﾎﾞﾌﾗﾋﾞﾝ、ﾅｲｱｼﾝ、ﾊﾟﾝﾄﾃﾝ酸、代謝と活性型、欠乏症

30 1/23(火) 2 431 水溶性ビタミン（2） 堀越　洋輔
統合分子
医化学

水溶性ビタミンの種類と機能を説
明できる。

ﾋﾞﾀﾐﾝB6、ﾋﾞｵﾁﾝ、ﾋﾞﾀﾐﾝB12、葉酸、ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸、代謝と活性型、欠乏症

教育グランドデザインとの関連：2、3、5 学位授与方針との関連：1

評価：定期試験　100%。ただし、単位認定規則の出席時間不足者は受験を認めない。

　　　　なお、本試験は選択・穴埋問題と記述問題の両方で行う。

その他：講義内容はプリントとして講義時間に配付する。授業外学習は講義プリントや参考書を使って復習を中心に行うことを勧める。

参考書：デブリン生化学（原書７版）、集中講義　生化学、イラストレイテッド生化学（原書4版）、ハーパー・生化学（原書29版）、ホートン生化学（第5版）、
　 ヴォート基礎生化学（第4版）、ストライヤー基礎生化学、マッキー生化学（第4版）、生化学ガイドブック（改訂第３版増補）、
   イラスト基礎からわかる生化学、ワークブックで学ぶヒトの生化学、シンプル生化学（第6版以降）


